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「目的」本研究は、低血糖負荷培養脳神経細胞を用
い、高K脱分極誘発によって生じるGlu、並びにダリ
ア細胞へのGlu取り込みに対し指標となるGln，Glu
誘発細胞死の促進因子と思われるGly、および抑制
因子と考えちれるTauのシナプス間隙でのうっ滞量
を指標として、低血糖状態下での神経細胞とダリア
細胞の再摂取機構の変動を検索し、脳細胞死発症起
因を解明せんとする。「方法」①培養脳神経細胞は、
Glu量を豊富に含有するラット小脳穎粒細胞を分離
し実験に供した。ダリア細胞の共存比はcytosine
arabinoside（Ara　C）添加有無によって変動させ培
養日数毎に自動細胞スクリーナーにより定量した。
②低血糖負荷はglucoseの代わりにsucroseを加え
たKrebs－HEPES液で行った。③アミノ酸量は、培養
脳神経細胞を15分間5mMあるいは50mM　KCIでインキ
ュペ！・・一・・ト後、培養上清液200μ1を採取しHPLC－ECD法
によりhomoser　i　neを内部標準とし分析定量した。
「結果」①培養細胞数はhra　C未添加、すなわちダ
リア細胞の豊富な培養細胞群の方がAra　C添加群よ
りも多く、培養日数に従った増量が認められた。
しかし、培養細胞数のうち神経細胞の占める割合は
Ara　C添加に拘らず7日目以降では明確な増量が認
められず、神経細胞数は両群いずれの培養日もほぼ
同様であった。②定常状態でのアミノ酸自発遊離
量は、培養3日目から観察され培養10日目で最大値
が得られた。③定常状態での50mMKC　I添加によるア
ミノ酸量のうっ滞は、いずれも1．5倍以上の増量が
認めちれた。また、各培養日共、Ara　C未添加群の方
がAra　C添加群よりも高K誘発の増量が高い結果を
得、脱分極下でのダリア細胞からのアミノ酸遊離が
本研究成績かち実証された。④低血糖状態下では、
ダリア細胞の少ない培養細胞よりダリア細胞の豊
富な培養細胞群でアミノ酸放出によるうっ滞量の
低下が認められた。　「考察」要するに、本研究成
績から、低血糖状態での神経細胞死発症機因として、
神経細胞の取り込み機構減弱による神経間隙にお
けるGluの持続的なうっ滞を証明し、培養日数によ
り細胞死促進因子（Gly）と抑制因子（Tau）の量的均
衡がグリアー神経細胞相互作用により調節される可
能性を示唆したものである。
　ストレスに対する適応の形成は、重要な生体防御
機構の1つである。我々は、先に拘束ストレスに対
する行動的適応の形成にはseroton　in（5－HT）代謝回
転の持続的増加に起因する脳内5－HT作働性神経系の
活性充進が関与することを明らかにした［Japan．　J．
Pharmaco　l，55，207p（1991）］。本研究では、ストレ
ス適応の形成機構に関する研究の一環として、老齢
および若齢ラットの新奇環境下での探索行動の推移
を吟味し、加齢に伴う新奇環境への適応性について
検討した。
　実験には、10週齢（若齢）および110週齢（老齢）の
SD系雄性ラットを用いた。新奇環境下での探索行動
の変化は、open－fieldおよびhole－board試験を同時
に施行できる装置を作製し、この装置内での
10comotOr　activi七y（通過区画数）、　rear　ing数（立ち
上がり行動数）、head－dip回数（底面のho　leをのぞき
込む回数）およびhead－dip時間（holeをのぞき込んで
いる時間）を指標として評価した。
　新奇環境下での老齢ラットの12分間の総
10（x）motor　activityおよび総rear　i㎎数は、若齢ラ
ットに比較して有意に下値を示した。さらに、若齢
あるいは老齢ラットのIocomotor　act　ivityおよび
rear　ing数は共に経時的な減少を示すことが観察さ
れたが、これら探索行動の消失は老齢ラットの方が
より早かった。老齢ラットの総hole－dip回数は、若
齢ラットに比べ、低値を示したがその経時的減少に
は、平行性が認めちれた。また、総hole－dip時間お
よびこの指標の経時的推移には、両ラットの間に差
が観察されなかった。
　以上の所見から、老齢ラットの新奇環境への情動
的適応性は若齢ラットと同程度であることが示唆さ
れた。
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